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は じ め に 

 

 神戸市は、地方独立行政法人法第 28 条第２項第 1 号の規定に基づき、地方独立行政法人神戸市民病

院機構の令和２年度における業務の実績の全体について総合的に評価を実施した。 

評価に際しては、地方独立行政法人神戸市民病院機構評価委員会条例第２条第２号に基づき、地方独

立行政法人神戸市民病院機構評価委員会の評価に関する意見を聴取し、評価を行った。 
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全体評価 

 項目別評価（大項目評価及び小項目評価）の結果を踏まえ、年度計画及び中期計画の全体的な達成状

況について、記述式による評価を行う。 

大項目評価  

 Ｓ：中期目標・中期計画の達成に向けて、特に評価すべき進捗状況にある（全ての項目の評点が「３」

以上で、「５」の評点の項目がある） 

Ａ：中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる（全ての項目の評点が「３」以上である） 

Ｂ：中期目標・中期計画の達成に向けて概ね順調に進んでいる（全ての項目の評定が「２」以上で、

「３」以上の評点の割合が９割以上である） 

Ｃ：中期目標・中期計画の達成のためにはやや遅れている（全ての項目の評点が「２」以上で、「３」

以上の評点の割合が５割以上９割未満である） 

Ｄ：中期目標・中期計画の達成のためには大幅に遅れている又は重大な改善すべき事項がある（全て

の項目の評点が「２」以上でかつ「３」以上の評点の割合が 5割未満、又は「１」の評点の項目

がある） 

小項目評価  

 ５：年度計画を十分に達成し、特筆すべき成果が得られている 

４：年度計画を十分に達成している 

３：年度計画を概ね達成している 

２：年度計画の達成に至っていない 

１：年度計画の達成に至っておらず、抜本的な改善を要する 
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令和２事業年度の業務実績に関する全体評価 

 

評価結果 

全体として年度計画を十分に達成し、中期計画の達成に向けて特に評価すべき進捗状況

にある。 

 

（大項目評価及び小項目評価） 

 
項  目 

 

小項目評価 
大項目評価 

５ ４ ３ ２ １ 

市民に対して提供するサービス
等の質の向上（７項目） 

１項目 ２項目 ４項目   
Ｓ 

特に評価すべき 

進捗状況にある 

業務運営の改善及び効率化 
（５項目） 

 ２項目 ３項目   
Ａ 

順調に進んでいる 

財務内容の改善（３項目）  １項目 ２項目   
Ａ 

順調に進んでいる 

中央市民病院（６項目） ２項目 １項目 ３項目   
Ｓ 

特に評価すべき 

進捗状況にある 

西市民病院（６項目） １項目 ２項目 ３項目   
Ｓ 

特に評価すべき 

進捗状況にある 

西神戸医療センター 
（６項目） 

１項目 ３項目 ２項目   
Ｓ 

特に評価すべき 

進捗状況にある 

神戸アイセンター病院 
（５項目） 

２項目 ３項目    
Ｓ 

特に評価すべき 

進捗状況にある 

 

【小項目評価】 

５：年度計画を十分に達成し、特筆すべき成果が得られている。 

４：年度計画を十分に達成している。 

３：年度計画を概ね達成している。 

２：年度計画の達成に至っていない。 

１：年度計画の達成に至っておらず、抜本的な改善を要する。 

 

【大項目評価】 

Ｓ：中期目標・中期計画の達成に向けて、特に評価すべき進捗状況にある（全ての項目の評点が「３」以上で、「５」

の評点の項目がある） 

Ａ：中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる（全ての項目の評点が「３」以上である） 

Ｂ：中期目標・中期計画の達成に向けて概ね順調に進んでいる（全ての項目の評定が「２」以上で、「３」以上の評点

の割合が９割以上である） 

Ｃ：中期目標・中期計画の達成のためにはやや遅れている（全ての項目の評点が「２」以上で、「３」以上の評点の割

合が５割以上９割未満である） 

Ｄ：中期目標・中期計画の達成のためには大幅に遅れている又は重大な改善すべき事項がある（全ての項目の評点が

「２」以上でかつ「３」以上の評点の割合が５割未満、又は「１」の評点の項目がある） 
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判断理由 

第３期中期目標期間の２年目である令和２年度は、新型コロナウイルスの感染が拡大し、本市

の医療提供体制が危機的な状況となる中、本市の要請により、市内の感染状況に応じて受入体制

を速やかに確保し、一年を通じて常に最前線で感染症患者に対する医療を提供した。 

その一方で、通常の医療を提供するための体制を確保することが難しく、感染症患者の増加に

伴い一時的に通常医療を大きく制限することもあったが、「市民の生命と健康を守る」という使

命のもと、職員が一丸となってこの難局に対応し、救急医療や小児・周産期医療、５疾病に対す

る専門医療など、市民の生活に不可欠な医療を継続して提供した。 

 

市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する取組み 

（新型コロナウイルス感染症への対応） 

 中央市民病院は市内で唯一の第一種感染症指定医療機関として重症患者を、西市民病院及び

西神戸医療センターでは中等症以下の患者を中心に受け入れ、３病院が連携して最大で本市の

感染症患者向け病床の約６割を確保し、令和３年３月までに市内の約半数の入院患者を受け入

れた。 

また、中央市民病院において重症患者が増加した際に、西市民病院・西神戸医療センターから

看護職員の応援を行う体制を構築したほか、神戸アイセンター病院においても感染症患者に対

する眼科緊急手術を行うための環境を整備するなど、市民病院機構全体で感染症対応における

中核的な役割を担い、本市の医療提供体制を確保する上で極めて重要な役割を果たした。 

 

中央市民病院は令和２年４月より専用病棟を拡大し、医学的見地の少ない同感染症に対して

懸命な対応を行う中、院内感染の発生により救急や新規の入院・外来患者の受入れを原則停止す

る期間が生じたが、発生原因について詳細な調査を行った上で、徹底した感染防止対策を行い、

同年８月に報告書をまとめて市内の感染症患者受入医療機関と共有し、市内医療機関における

院内感染の防止に貢献した。 

さらに、調査の結果を踏まえた対応として、感染症病棟を物理的に分離し通常医療との両立を

図ることを目的に、全国で初めてすべての病床で重症患者の受け入れが可能な臨時専用病棟（36

床）を整備し、同年 11月に運用を開始した。 

加えて、本市と共同で新型コロナウイルス抗体の保有状況に関する調査をいち早く実施し、市

中の感染状況の把握に努めたほか、遠隔医療システムを活用した治療方針等の地域医療機関と

の共有、医療従事者向けシンポジウムの開催など、地域における感染症対応の向上にも貢献した。 

 

西市民病院・西神戸医療センターにおいても、専用病棟を確保し、重症に近い中等症患者や認

知症を有しているなど介助を必要とする感染症患者を多く受け入れた。また、中央市民病院の重

症病床を確保するために転院患者も受け入れるなど、市民病院間で協力体制を構築し、感染症患

者への対応にあたってきた。 

施設の老朽化・狭隘化が課題となっている西市民病院においては、ハード面での制約がある中

で感染症に対応しなければならず、令和２年 11 月に院内感染が発生したが、その後感染対策を

強化し、引き続き患者の受入れを行った。 

また、令和３年３月以降の市中感染者の爆発的な増加に伴い、重症化した患者の転送が困難に

なる中、両病院において重症患者への対応も行った。 

 

3



そのほか、西市民病院では地域の医療機関向けに感染症対応に関するセミナーを開催し、西神

戸医療センターにおいては近隣の障害者施設等に対して感染管理のアドバイスを行うなど、地

域における感染症対策の強化にも取り組んだ。 

 

さらに、感染症の流行下における新たな試みとして、電話再診や一部専門外来におけるオンラ

イン診療、オンライン面会の実施など、各病院において患者やその家族に配慮したサービスを実

施したほか、感染拡大防止の観点から病院内の混雑緩和対策の強化に取り組んだ。 

 

（中央市民病院） 

神戸市全域の基幹病院及び救命救急センターとして救急受入体制を確保し、厚生労働省が実

施する「全国救命救急センター評価」において総合評価で７年連続全国１位となった。脳卒中や

心臓血管外科ホットライン等により、円滑な搬送及び受入を引き続き行った。 

 がん治療については、外来化学療法による治療を積極的に進めたほか、がんゲノム医療や難治

性のがんに対する CAR-T細胞療法の実施など、先進的な医療の提供にも取り組んだ。 

 また、神戸医療産業都市の中核機関として、COVID-19 に係る医療産業都市進出企業との共同

研究を積極的に行うなど、治験・臨床研究のさらなる推進に努めた。 

さらに、総合周産期母子医療センターとして、母子にとってハイリスクとなるあらゆる出産へ

の対応を引き続き行った。 

 

（西市民病院） 

市街地西部（兵庫区、長田区、須磨区）の２次救急病院として地域の救急患者を受け入れ、救

急外来の拡張工事を実施するなど救急医療の提供体制の強化に取り組んだ。 

小児・周産期医療については、長田区で唯一の小児二次救急輪番体制を維持し、地域における

小児救急医療を引き続き提供した。加えて、アレルギー専門医を追加配置するなど小児アレルギ

ーへの支援体制を強化したほか、病児保育所の運営を開始し、地域における子育て環境の向上に

取り組んだ。 

 また、認知症疾患医療センターとして認知症鑑別診断を継続したほか、地域での生活習慣病重

症化予防に向け、出張糖尿病チェックを実施するなど健診未受診者等への受診勧奨・啓発活動を

行った。 

さらに、人口減少や高齢化の進展等が予測される中、本市が設置した今後の同病院のあり方に

関する有識者会議と並行して、院内においても検討会を実施し、市街地西部の中核病院としての

将来を見据えた役割や課題について検討を行った。 

 

（西神戸医療センター） 

神戸西地域（西区、垂水区、須磨区）の２次救急病院として、地域における救急医療を継続し

て提供し、救急外来診察室を増設するなど救急患者の受入体制強化を図った。また、脳卒中等ホ

ットラインを継続し、紹介患者の円滑な受け入れに努めるなど地域医療機関と連携した取り組

みを進めた。 

小児・周産期医療では、救急外来で小児救急患者を毎日受け入れるとともに、小児救急輪番に

ついて、毎週土曜日と第２・第３水曜日の宿日直帯（17 時から翌９時）への参加を継続したほ

か、地域での対応が困難なハイリスクな妊娠への対応など、地域周産期母子医療センターと同等

の機能を果たした。 
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 がん治療については、新たに更新したリニアックによる高精度な放射線治療を行うなど、患者

の負担が少ない高度専門医療を提供したほか、外来ケモセンター等での栄養相談を新たに開始

するなど、各患者に状況に対応したサービスを展開した。 

 

（神戸アイセンター病院） 

眼科の高度専門病院として、継続的な治療が必要な硝子体注射の実施体制を強化するなど、標

準医療から高度専門医療まで質の高い医療を提供した。 

 治験・臨床研究については、「網膜色素変性症に対する同種 iPS 細胞由来網膜シート移植に関

する臨床研究」において世界初となる移植手術を実施するなど、眼科領域における次世代医療の

開拓に取り組んだ。 

 また、患者の日常生活支援については、スマートフォンを用いて視覚障害者の街歩きを手助け

する音声案内ツール「ナビレンズ」の実証実験に日本で初めて取り組んだほか、生活・就労相談

について新たにオンラインでの窓口を開設するなど、眼疾患のワンストップセンターとしての

役割を発揮した。 

 

業務運営の改善及び効率化に関する取組み 

長期化するコロナ禍において看護職員の確保に向けた活動が困難となる中、年度途中の採用

選考を年間通じて実施し、即戦力となる看護人材を確保したほか、学校訪問や病院見学会のオン

ライン開催、「特別推薦選考」の実施や集中治療看護師の育成を目的とした追加採用（50名）な

ど、積極的な採用活動を行った結果、令和３年度に必要となる人員体制を確保することができた。 

 また、医療従事者の身体的・精神的負担が非常に大きくなっていることから、各病院では、ス

トレスや不安等に対するメール相談及び電話相談を行うなど、職員の心のケアに取り組んだ。特

に、最重症患者を受け入れている中央市民病院では、職員のこころの健康に関するアンケートを

定期的に実施し、職員のモチベーションを常に把握するよう努めた。 

さらに、国の補助金などを活用して、特殊勤務手当の増額や専用病床専任者に対する手当を新

設したほか、一時金を支給するなど、感染症患者に対応する医療従事者の処遇改善にも取り組ん

だ。 

そのほか、各病院の医療情報システムについて、費用や機能面など様々な観点から評価し、次

回の更新（令和８年を目途）を最適な形で実現することを目的とした「医療情報システム最適化

計画」を策定するなど、市民病院間における情報連携体制の強化に向けた取り組みを推進した。 

 

財務内容の改善に関する取組み 

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症患者受入れのための専用病床の確保や一部病棟の

閉鎖、入院制限や不急な手術の延期など医療機能の縮小などにより、各病院の患者数は大幅に減

少したが、このような厳しい状況の中でも、中央市民病院は強みである高度専門医療を中心に質

の高い医療を提供し、西市民病院・西神戸医療センターも一定の手術件数を維持することで収益

を確保し、また神戸アイセンター病院は前年度よりも収益を増加させることができた。 

さらに、各病院長が強いリーダーシップを発揮し、新たな加算等の取得による増収や材料費等

の削減に努めるなど経営改善に取り組んだことに加え、国等から新型コロナウイルス感染症対

策の補助収入を確保したことにより、経常損益は約 9.5億円の黒字となった。 
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今後に向けての課題 

 

新型コロナウイルスの感染拡大が長期化する中で、市民病院は引き続き行政の要請に応じて

感染症患者に対し適切な医療を提供する一方で、救急医療や高度医療をはじめとした幅広い医

療を 24時間 365日欠かさず市民に提供していかなければならない。 

感染症への対応と救急・高度医療の提供の両立をより確実にするため、重症患者に対応できる

医療スタッフをはじめとした優れた人材の継続的な育成や感染防止対策の一層の強化に向けた

施設・設備の改修、さらにはコロナ禍での教訓を踏まえた感染症対策を含む BCP（事業継続計画）

の整備など、今後の新興感染症に備えるための取組みが重要と考えられる。 

また、コロナ禍を契機として患者の受診動向や医療サービスのあり方、医療従事者の働き方な

ど病院を取り巻く環境は大きく変化しており、今日進展著しい ICTを積極的に活用しながら、費

用の最適化や働き方改革、業務の効率化などをこれまで以上に強力に推進し、ポストコロナ社会

における強固な経営の基盤を構築していくことが求められる。 
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（前年度比） (％) 100.5 100.1 99.9

（前年度比） (％) 0.2 0.1 ▲ 2.9 ▲ 1.7

99.6クリニカルパス適用率 (％) 99.3 99.8 99.9 99.7

クリニカルパス適用率 (％) 62.5 62.7 62.8 59.9 58.2 61.2

関連指標（神戸アイセンター病院） H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 5年平均

（前年度比） (％)

380

（前年度比） (％) 267.3 138.8 148.4

インシデントレポート数 (件) 104 278 386 256

アクシデントレポート報告件数
※（ ）内は合併症（治療上ある確率で
  不可避の症状）を含む

(件) 0 2 0 1

（前年度比） (％)

アクシデントレポート報告件数
※（ ）内は合併症（治療上ある確率で
  不可避の症状）を含む

(件)
17 4 6 11 11

(32) (19) (17) (24) (25)

150.0 183.3 100.0

(59.4) (89.5) (141.2) (104.2)

23.5

関連指標（西神戸医療センター） H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 5年平均

（前年度比） (％) 118.5 101.1 109.3 83.7

インシデントレポート数 (件) 2,047 2,426 2,452 2,679 2,242 2,369

(204.3)

27

(47)

10

(23)

2,491

59.4

275.5

150.0

1

5年平均比
R2年度

105.1

97.0

5年平均比
R2年度

911

5.3

2.9

276

3

7.6

6.4

150.0

75.0

64.3

117.6

（前年度比） (％) 211.1 310.0 127.2 102.7

医療安全研修等実施回数 （回） 90 190 589 749 769 477

1.0 1.3

うち医師の報告割合 （％） 4.3 5.3 6.6 5.4

(％) 103.9 104.2 113.9 108.7

クリニカルパス数（種類） （種類） 206 214 223 254 276 235

（前年度比） (％) 250.0 140.0

医療安全研修等実施回数 （回） 2 5 7 5

（前年度比） (％) ▲ 4.1 ▲ 1.9

うち医師の報告割合 （％） 13.5 9.4 7.5 10.1

（前年度比） (％) 268.4 113.7

職員１人当たりのインシデント
レポート数

（件/人） 1.9 5.1 5.8 4.3

44

(％) 117.5 100.0 98.5

クリニカルパス数（種類） （種類） 40 47 47 45

目標値
進捗

99.0

100.6

目標値
進捗

60.0

99.0

98.9

98.1

190.8

（前年度比） (％) 106.7 81.3

職員１人当たりのインシデント
レポート数

（件/人） 3.0 3.2 2.6 2.9

（前年度比） (％)
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0

（前年度比） (％) 209.1 4.3 0.0

医療通訳実施件数 （件） 11 23 1 12

51

（前年度比） (％) 288.7

患者応対研修等参加者数 （人） 0 53 0 18

R2年度
5年平均比

98.5

（前年度比） 1.8 1.1 104.6

患者満足度調査結果（外来患者）（満足
+やや満足）

(％) 92.6 94.4 95.5 94.2

0.0 101.2

患者満足度調査結果（入院患者）（満足
+やや満足）

(％) 96.4 100.0 100.0 98.8

関連指標（神戸アイセンター病院） H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

100.0

（前年度比） 3.6

R1年度 5年平均

49



50



51



がん患者相談受付件数 (件) 29 15 395 391 357 237

（前年度比） (％) 51.7 2,633.3 99.0 91.3 177.8

関連指標（中央市民病院） H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

特筆すべき事項

抜本的改善が必
要な事項

＜法人の自己評価：評価を「５」または「１」とした場合のみ記載＞

H30年度 R1年度 5年平均 R2年度
5年平均比

1,030 986

R1年度 5年平均
R2年度

5年平均比

866 711

104.8 95.7 82.1

2

3,792,751

14

3

236,248

422

985 777 828 498

107.4 78.9 60.1

がん患者相談受付件数 (件) 727 735

関連指標（西神戸医療センター）

がん患者相談受付件数 (件) 641 691 983

（前年度比） (％) 101.1 124.8

917

H27年度 H28年度 H29年度

（前年度比） (％) 107.8 142.3

各種教室等開催回数 （回） 32 33 33 33 28 32 4

（前年度比） (％) 103.1 100.0 100.0 84.8 12.6

市民向け広報発行回数 （回） 2 4 4 4 3 3

（前年度比） (％) 200.0 100.0 100.0 75.0 58.8

ホームページアクセス回数 （回） 3,299,683 3,144,352 2,704,874 2,952,299 3,288,718 3,077,985

（前年度比） (％) 95.3 86.0 109.1 111.4 123.2

関連指標（西市民病院） H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 5年平均 R2年度
5年平均比

各種教室等開催回数 （回） 24 26 33 35 35 31

（前年度比） (％) 108.3 126.9 106.1 100.0 45.8

市民向け広報発行回数 （回） 3 3 3 3 3 3

（前年度比） (％) 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

ホームページアクセス回数 （回） 221,027 82,895 127,592 201,596 214,940 169,610

（前年度比） (％) 37.5 153.9 158.0 106.6 139.3

6

（前年度比） (％) 115.4 53.3 181.3 127.6 21.7

各種教室等開催回数 （回） 26 30 16 29 37 28

3

（前年度比） (％) 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

市民向け広報発行回数 （回） 3 3 3 3 3 3

589,395

（前年度比） (％) 98.8 99.4 205.0 110.4 223.6

ホームページアクセス回数 （回） 182,884 180,726 179,625 368,202 406,518 263,591

関連指標（神戸アイセンター病院） H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 5年平均 R2年度
5年平均比

（前年度比） (％)

各種教室等開催回数 （回）

4

（前年度比） (％) 100.0 150.0

市民向け広報発行回数 （回） 0 4 4 3

100,760

（前年度比） (％) 260.4 123.9 153.1

ホームページアクセス回数 （回） 28,902 75,268 93,259 65,810
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（前年度比） (％) 104.6

R1年度 5年平均 R2年度
5年平均比

学生実習等受入人数（医学部・歯学部
生）

(人) 280 293 307 350 367 319 36

関連指標（西神戸医療センター） H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

R1年度 5年平均 R2年度
5年平均比

学生実習等受入人数（医学部・歯学部
生）

(人) 307 28 14 116 12

関連指標（アイセンター病院） H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

講師派遣数（延人数） (人)

9.1 50.0 10.3（前年度比） (％)

学生実習等受入人数（看護学生） (人) 2,626 3,166 3,430 2,828 2,855 2,981 1,712

104.8 114.0 104.9 11.3

82.4 101.0 57.4

学生実習等受入人数（薬学部生） (人) 495 668 667 667 859 671 330

（前年度比） (％) 120.6 108.3

100.0 128.8 49.2（前年度比） (％) 134.9 99.9

0

（前年度比） (％)

学生実習等受入人数（診療放射線） (人) 0 0 0 0 0 0

170

（前年度比） (％) 97.1 54.9 314.3 114.8 132.6

学生実習等受入人数（理学療法・作業療
法・言語聴覚）

(人) 105 102 56 176 202 128

162

（前年度比） (％) 141.7 107.8 63.6 91.4 193.8

学生実習等受入人数（臨床工学） (人) 72 102 110 70 64 84

100

（前年度比） (％) 100.0 105.0 95.2 105.0 49.0

学生実習等受入人数（栄養管理） (人) 200 200 210 200 210 204

0

（前年度比） (％)

学生実習等受入人数（視能訓練） (人) 0 0 0 0 0 0

98

（前年度比） (％) 117.7 99.5 49.1 132.7 57.8

学生実習等受入人数（臨床検査） (人) 181 213 212 104 138 170

0

（前年度比） (％) 132.6 75.0 129.4 103.0 0.0

学生実習等受入人数（診療放射線） (人) 181 240 180 233 240 215

121

（前年度比） (％) 147.1 120.4 95.2 79.1 54.5

学生実習等受入人数（理学療法・作業療
法・言語聴覚）

(人) 153 225 271 258 204 222

126

（前年度比） (％) 83.6 70.6 56.9 92.7 168.0

学生実習等受入人数（臨床工学） (人) 122 102 72 41 38 75

40

（前年度比） (％) 100.0 100.0 93.8 53.3 56.3

学生実習等受入人数（栄養管理） (人) 80 80 80 75 40 71

160

（前年度比） (％) 142.6 82.8 142.0 107.7 52.3

学生実習等受入人数（視能訓練） (人) 216 308 255 362 390 306

174

（前年度比） (％) 105.4 91.4 93.6 104.6 74.0

講師派遣数（延人数） (人) 242 255 233 218 228 235

19

（前年度比） (％) 105.6 105.3 95.0 100.0 100.0

初期研修医数 (人) 18 19 20 19 19 19

34

（前年度比） (％) 110.3 81.3 111.5 89.7 119.7

専攻医数 (人) 29 32 26 29 26 28

13 45 44 34 29

（前年度比） (％) 346.2 97.8 85.3

0

（前年度比） (％)

初期研修医数 (人) 0 0 0 0

2

（前年度比） (％) 50.0 100.0 150.0

専攻医数 (人) 2 1 1 1

関連指標（西市民病院） H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 5年平均 R2年度
5年平均比
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(5) 市評価 ３

○市内唯一の結核病床を有する病院として、結核患者の専用
病棟、結核患者にも対応できる手術室などの設備を活用し、
引き続き総合的な結核医療を提供する。

・新型コロナウイルス感染症の蔓延期においても、結核病棟
は病床を維持し、神戸市のみならず兵庫県全域、一部大阪府
からの入院患者にも対応するなど、市内唯一の結核病床を有
する病院として引き続き総合的な結核医療を提供した。

自己評価 ３結核医療の中核機能の提供

西神戸医療センターの役割

＜法人の自己評価：評価を「５」または「１」とした場合のみ記載＞

特筆すべき事項

抜本的改善が必
要な事項

中期目標 市内唯一の結核病棟における結核医療の中核機能を提供すること。

（

年
度
計
画
）

中
期
計
画

西
神
戸
医
療
セ
ン
タ
ー

○市内唯一の結核病床を有する病院として、結核患者の専用病棟、結核患者にも対応できる手術室などの設備を活用し、
引き続き総合的な結核医療を提供する。

年
度
計
画
の
進
捗

具体的な取り組み 法人の自己評価（実施状況、判断理由）

①

5年平均 R2年度
5年平均比

延患者数・入院（結核） (人) 10,949 10,641 11,115 10,806

関連指標 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

8,895 10,481 8,545

（前年度比） (％) 97.2 104.5 97.2 82.3 81.5

194

（前年度比） (％) 85.9 74.4 82.2 91.5 56.4

延患者数・外来（結核） (人) 491 422 314 258 236 344

132

（前年度比） (％) 99.4 95.2 94.9 96.6 84.5

新規患者数・入院（結核） (人) 166 165 157 149 144 156

126 118 124 125

（前年度比） (％) 86.6 110.3 98.4

新規患者数・外来（結核） (人) 134 116 128

93.7 100.5

結核病床利用率 (％) 59.8 58.3 60.9 59.2

81.6

48.6 57.4 46.8

（前年度比） (％) ▲ 1.5 2.6 ▲ 1.7 ▲ 10.6

98



〇運営費負担金交付のもと、市民病院としての役割に応じた政策的医療を提供し、各病院が経営改善の取り組みを進め、
機動的かつ戦略的な病院経営を行うことで、年度ごとの経常収支目標を達成する。
〇効率的な病床運営、地域医療機関との連携推進等による新規患者の確保、診療機能の強化等により医業収益を確保する
とともに経費削減に努め、法人全体で収支を均衡させるよう取り組む。
〇平成29年度実績及び平成30年度上期実績等を踏まえて、目標値を設定した。

西
神
戸
医
療
セ
ン
タ
ー

○高齢化等による地域医療需要の変化に対応し、地域医療機関との連携強化、救急車の積極的な受け入れによる新規患者
の確保に努めるとともに、新たな診療報酬加算の取得による増収に取り組む。
◯診療材料の採用品目見直し、価格交渉等による材料費の削減、及び業務の効率化による経費の削減等に取り組む。

財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置

経営改善の取り組みと経常収支目標の達成

(6)

中期目標

市評価 ４

第３

１

自己評価 ３経営改善の取り組みと経常収支目標の達成

③
ＰＥＴ－ＣＴや、内視鏡センター、外来化学療法センターな
どの機能を活用することで、医業収益の確保を進める

・新型コロナウイルス感染症流行下においても、ＰＥＴ－Ｃ
Ｔや手術支援ロボットといった高度医療機器をはじめ、当院
の持つ医療機能を活用した診断・治療に関する実施状況を引
き続きモニタリングし、月次決算報告時等の機会を捉まえて
評価・分析することで医業収益の確保を図った。

④
診療報酬制度と診療報酬請求内容の分析を徹底し、収入増に
繋がる新たな加算の取得等に積極的に対応する

・令和２年度診療報酬改定に合わせ、要件緩和・拡大となっ
た事項を洗い出すとともに、既に届出している事項において
は更なる上位加算を検討する等、診療行為を最大限収益に結
びつけるため、届出事項の総点検を行った。
・各部門との連携によって、看護職員夜間12対１配置加算
１、後発医薬品使用体制加算１の取得に取り組むとともに、
契約形態の見直し等により、医師事務作業補助加算１・25対
１の算定を開始する等、新型コロナウイルス感染症の流行下
においても、収入増への取り組みを継続して行った。
・新型コロナウイルス感染症にかかる診療報酬についても、
収益の最大化を図るための入院基本料の日ごと算定を行うと
ともに、随時発出される厚労省通知の把握に努め、臨時・特
例措置を踏まえた対応をタイムリーに実践した。

市民病院としての役割に応じた運営費負担金交付のもとで、４病院それぞれが機動的かつ戦略的な病院経営を行い、年度
ごとの経常収支目標を達成することにより、法人全体で中期目標期間を通じて収支を均衡させるよう取り組むこと。

中
期
計
画
（

年
度
計
画
）

年
度
計
画
の
進
捗

具体的な取り組み 法人の自己評価（実施状況、判断理由）

①

年２回の院長ヒアリングを実施することで、経営状況につい
て直接各診療科部長に伝達するとともに、経営の視点を踏ま
えて業務を行うことを促進し、安定した経営基盤の確立に取
り組む

・年２回院長ヒアリングにおいて、各診療科の現状や特性を
共有するとともに、各診療科の前年度の取り組み状況に関す
るサマリを活用し、各診療科部長とともに課題や今後の方向
性についての議論を行い、持続可能な病院経営のための取り
組みを行った。

②
紹介・逆紹介をより一層推進し地域医療機関との連携を強化
するとともに、救急車の積極的な受入れによる新規患者確保
に努める

・地域における新型コロナウイルス感染症の感染状況を鑑
み、地域医療機関への訪問を中止することとなったが、院
長・副院長会議及び救急委員会において、救急車搬送患者の
受け入れに至らなかった理由を適時適切に共有・分析・議論
するとともに、救急車の受入れ数向上のため、病院運営協議
会において報告し、各診療科長への受け入れ促進を図った。

⑦
在庫管理については、使用実績を基に適正な在庫数量を設定
し、在庫金額削減に努める

・在庫管理について、使用実績を基に高額材料の預託在庫化
や在庫定数の適正化を行うなど、在庫数量の削減に努めた。

⑤
システムや医療機器の更新時期を調整する等、減価償却費の
平準化を図る

・補助金を活用し、新型コロナウイルス感染症対策に必要な
備品や医療機器の購入を迅速に行い、併せて計画的なシステ
ムや医療機器の更新を行った。

⑥
常任理事会へ毎月経営指標を報告することにより、定期的に
経営指標の確認を行うとともに、経費については、経費比率
を意識しながら適切な執行管理に努める

・常任理事会へ毎月経営指標を報告し、経営指標の確認を
行った。
・毎月経費比率を計算し、適切な執行管理を行った。

99



37,396

76.7

90.9

101.5

98.8

91.0

86.2

10.5

99.0

13,326

87.8

90.1

抜本的改善が必
要な事項

＜法人の自己評価：評価を「５」または「１」とした場合のみ記載＞

特筆すべき事項

R1年度 5年平均 R2年度 目標値
5年平均比 進捗関連指標 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

99.199.5 100.7 96.7 99.0医業収支比率 (％)

（前年度比）

経常収支比率

1.2 ▲ 4.0 91.0

(％) 103.0 103.6 100.1 102.2 100.3

（前年度比）

病床利用率

0.6 ▲ 3.5 98.1

(％) 87.8 89.7 89.7 91.0 90.0 89.6 78.4

（前年度比）

平均在院日数

1.9 0.0 1.3 ▲ 1.0 87.5

(日) 11.1 10.8 10.5 10.6 10.4 10.7 10.4

（前年度比）

新規患者数・入院（一般）

(％) 97.3 97.2 101.0 97.8 97.4

(人) 12,311 12,838 13,233 13,332 13,498 13,042 11,704

（前年度比）

新規患者数・外来（一般）

(％) 104.3 103.1 100.7 101.2 89.7

(人) 38,562 37,833 37,639 37,951 37,520 37,901 28,671

75.6

6,050 825 654 2,510 889

（前年度比）

単年度資金収支（病院ごと） （百万円）

(％) 98.1 99.5 100.8 98.9

（前年度比） (％)

給与費比率 (％) 48.9 48.0 49.2 48.7 53.9

（前年度比）

材料費比率

▲ 0.9 1.2 110.7

(％) 27.3 28.2 29.4 28.3 28.8

（前年度比）

経費比率

0.9 1.2 101.8

(％) 18.5 18.0 19.6 18.7 21.9

（前年度比）

運営費負担金比率

▲ 0.5 1.6 117.1

(％) 5.4 5.3 6.2 5.6 4.7

（前年度比）

手術件数（入院・外来合計）

▲ 0.1 0.9 83.4

(件) 5,955 6,075 6,088 6,241 6,272 6,126 5,564

（前年度比）

患者１人１日当たり診療単価・入院

(％) 102.0 100.2 102.5 100.5 90.8

(円) 63,641 65,562 65,777 67,457 67,861 66,060 72,218

（前年度比）

患者１人１日当たり診療単価・外来

(％) 103.0 100.3 102.6 100.6 109.3

(円) 12,742 13,669 14,717 15,384 16,487 14,600 17,735

（前年度比）

査定減率・入院

(％) 107.3 107.7 104.5 107.2 121.5

(％) 0.44 0.59 0.47 0.50 0.64 0.53 0.50

（前年度比）

査定減・外来

0.15 ▲ 0.12 0.03 0.14 94.7

(％) 0.16 0.19 0.23 0.25 0.26 0.22 0.30

137.6（前年度比） 0.03 0.04 0.02 0.01
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自己評価 ５治験・臨床研究を通じた次世代医療の開拓

神

戸

ア

イ

セ

ン

タ
ー

病

院

５

中期目標 眼科領域に関する臨床研究及び治験を通じて次世代医療を開拓していくこと。

（

年
度
計
画
）

中
期
計
画

(2) 市評価

○より有効で安全性の高い治療を目指し、国立研究開発法人理化学研究所（以下「理化学研究所」という。）等と緊密に協
力して橋渡し研究を行い、眼疾患に係る臨床研究及び治験に積極的に取り組む。その際、患者の自由意思によるインフォー
ムド・コンセントを徹底するとともに、人権の保護、安全性の確保、倫理的配慮等を必ず行う。
○理化学研究所等と連携してｉＰＳ細胞治療や網膜色素上皮細胞移植、培養口腔粘膜上皮細胞シートによる眼表面再建治療
などの新しい眼科治療や診断法の開発を推進し、神戸医療産業都市及び日本の眼科医療に貢献する。

年
度
計
画
の
進
捗

具体的な取り組み 法人の自己評価（実施状況、判断理由）

①
理化学研究所から研究課題を継承し、研究体制を強化すると
ともに、研究管理支援機能もさらに強化し、研究者が研究し
やすい環境整備を進める

・理化学研究所から研究課題を円滑に継承するため、新たに
基礎研究に関する研究倫理審査委員会を立ち上げた（審査案
件５件）。
・研究センター内の部門の改編を行い、各部門の役割を明確
し、研究が円滑に進む体制を再整備した。
・細胞治療や遺伝子治療の実用化に向け、㈱ビジョンケアと
の共同研究を効率的に進められることを目的とした包括契約
を締結した。
・遺伝性網膜変性疾患を対象とした遺伝子パネル検査システ
ムの臨床実装を目的に、シスメックス㈱と包括連携契約を締
結し、本契約に基づき研究を進めるとともに、先進医療の届
出に向けた検討を開始した。
・外部委員も入った利益相反委員会を開催し、利益相反を必
要に応じて確認した。

④ 薬剤部主査を複数制にすることで、体制強化を図る
・薬剤部の主査を増員し、２名体制とすることで、治験・臨
床研究担当と診療担当との役割分担が可能となり、治験・臨
床研究事務局により従事できる体制整備を図った。

ｉＰＳ細胞を用いた網膜シートの移植臨床研究の準備を進
め、年度内に実施する

・「網膜色素変性に対する同種ｉＰＳ細胞由来網膜シート移
植に関する臨床研究」に関して、国の了承を得て準備を進
め、世界初となる網膜シート移植を実施し、研究計画で予定
していた２例の移植を完了した。

②
再生医療に関する「疾患・組織別実用化研究拠点（拠点
Ａ）」の認定を受け、ｉＰＳ細胞を用いた臨床研究の日本の
拠点の一つとして研究を進める

・先端医療センターや中央市民病院で実施した加齢黄斑変性
を対象としたｉＰＳ細胞を用いた網膜色素上皮細胞移植にお
いて、安全性が確認できたことを踏まえ、対象疾患の拡充と
移植の有効性を確認する新たな臨床研究「網膜色素上皮（Ｒ
ＰＥ）不全症に対する同種ｉＰＳ細胞由来ＲＰＥ細胞懸濁液
移植に関する臨床研究」を立ち上げ、国の了承を得て準備を
進め、移植手術を１例実施した。
・自院でｉＰＳ細胞を加工するため特定細胞加工施設（ＣＰ
Ｆ）を整備し、当院での移植で用いる細胞の回復培養を行っ
た。

③

H28年度 H29年度 H30年度

＜法人の自己評価：評価を「５」または「１」とした場合のみ記載＞

特筆すべき事項
研究支援体制を整備するとともに、世界初の臨床研究としてiPS細胞を活用した網膜シート移植実施や、対象疾患の拡充や有
効性を確認する網膜色素上皮（RPE）細胞の移植を開始。

抜本的改善が必
要な事項

R1年度 5年平均 R2年度
5年平均比関連指標 H27年度

治験実施件数 （件）

600.0

4 4 2 3 4

0.0

0 1 0 0 2

受託研究件数 （件）

（前年度比） (％) -

50.0

185.7 84.6 150.0

120.0100.0

（前年度比） (％)

神戸アイセンター病院の役割

31

（前年度比） (％)

臨床研究件数 (件) 14 26 22 21
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4,120

（前年度比） (％) 278.2 94.0 91.7 71.7

1,512 4,206 3,952 3,223 2,956新規患者数・外来（一般） (人)

2,300

（前年度比） (％) 382.4 106.2 110.9 81.1

568 2,172 2,306 1,682 1,866新規患者数・入院（一般） (人)

3.7

（前年度比） (％) 95.0 94.7 105.3 108.1

4.0 3.8 3.6 3.8 4.0平均在院日数 (日)

78.2

（前年度比） 12.3 0.2 95.2 86.1

62.4 74.7 74.9 70.7 67.3病床利用率 (％)

100.3

（前年度比） 30.7 4.9 108.5 100.2

70.5 101.2 106.1 92.6 100.5経常収支比率 (％)

98.1

（前年度比） 14.9 5.5 105.3 100.1

81.5 96.4 101.9 93.3 98.2医業収支比率 (％)

R1年度 5年平均 R2年度 目標値
5年平均比 進捗関連指標【神戸アイセンター病院】 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

234

（前年度比） (％)

15 219 347 194単年度資金収支（病院ごと） （百万円）

33.7

（前年度比） ▲ 10.0 ▲ 1.9 88.7

給与費比率 (％) 45.3 35.3 33.4 38.0

27.1

（前年度比） 2.1 ▲ 1.2 86.3

材料費比率 (％) 30.4 32.5 31.3 31.4

17.1

（前年度比） ▲ 7.2 ▲ 1.3 84.4

経費比率 (％) 25.5 18.3 17.0 20.3

5.8

（前年度比） ▲ 1.1 0.3 84.5

運営費負担金比率 (％) 7.5 6.4 6.7 6.9

2,496

（前年度比） (％) 371.5 109.7 114.3

手術件数（入院・外来合計） (件) 745 2,768 3,036 2,183

86,321

（前年度比） (％) 108.1 108.3 93.7

患者１人１日当たり診療単価・入院 (円) 85,049 91,899 99,511 92,153

21,444

（前年度比） (％) 105.6 106.0 114.4

患者１人１日当たり診療単価・外来 (円) 17,715 18,714 19,828 18,752

0.06

（前年度比） ▲ 0.24 ▲ 0.01 32.1

査定減率・入院 (％) 0.35 0.11 0.10 0.19

0.07

（前年度比） 0.12 ▲ 0.18 41.2

査定減・外来 (％) 0.15 0.27 0.09 0.17
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